
夕
暮
れ
の
祓は

ら

所え
ど

に

す
べ
て
の
御ご

料
り
ょ
う

が
端
然
と
列
を
な
し
、

奉
仕
者
総
員
、低
く
頭

こ
う
べ

を
垂
れ
る
。

明
日
は
「
遷せ

ん

御ぎ
ょ

の
儀
」

遷
御
の
儀

内
宮
　
十
月
二
日（
水
）

外
宮
　
十
月
五
日（
土
）

明
日
は
大
祭

浄
め
の

風
が
吹
く
│
│

伊勢の を伝える
●発　　 行 伊勢文化舎　伊勢市観光協会　
 おかげ参り推進委員会
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朝
夕
、
よ
う
や
く
の
爽
気
に
心
身
が

よ
み
が
え
る
。

　

こ
の
夏
は
こ
と
の
ほ
か
の
酷
暑
で
あ

っ
た
が
、
伊
勢
で
は
お
白し

ら

石い
し

持も
ち

行
事
を

無
事
、
盛
大
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

式
年
遷
宮
の
年
に
、
川か

わ

曳び
き

と
陸お

か

曳び
き

で
内な

い

宮く
う

へ
、
陸
曳
で
外げ

宮く
う

へ
、
御み

敷し
き

地ち

に
敷

き
詰
め
る
お
白
石
を
奉
献
す
る
二
十
年

に
一
度
の
大
行
事
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
地
元
神
領
民
十
五
万
七
千

人
に
加
え
、
全
国
各
地
か
ら
特
別
神
領

民
七
万
三
千
人
、
と
い
ず
れ
も
二
十
年

前
を
上
回
る
参
加
が
あ
っ
た
。
流
し
た

大
汗
は
、
心
に
浸
み
る
思
い
出
と
な
り
、

次
世
代
へ
し
っ
か
り
と
町
の
伝
統
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
神
領
民
は
自

負
す
る
。
今
、
新
し
い
御
敷
地
の
正
殿

の
ま
わ
り
に
は
白
石
が
美
し
く
敷
き
詰

め
ら
れ
て
い
る
。

　

九
月
に
入
り
、
御み

戸と

祭さ
い

、
御み

船ふ
な

代し
ろ

奉 

納
式
、洗あ

ら
い

清き
よ
め

、心し
ん
の

御み

柱は
し
ら

奉ほ
う

建け
ん

、杵こ

築つ
き

祭さ
い

、後ご

鎮ち
ん

祭さ
い

と
遷
宮
へ
の
祭
り
が
着
々
と
進
み
、

新
し
い
ご
正
宮
の
完
成
が
祝
わ
れ
る
。

十
月
一
日（
内
宮
）、
四
日（
外
宮
）の
御お

ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

読と
く

合ご
う

か
ら
は
、
い
よ
い
よ
遷

宮
祭
で
あ
る
。
こ
の
祭
り
か
ら
祭
主
も

奉
仕
さ
れ
、
全
員
が
真
新
し
い
遷
御
奉

仕
装
束
に
威
儀
を
正
し
て
臨
む
。

　

同
日
夕
、
祓は

ら

所え
ど

で
行
わ
れ
る
川
原
大

祓
で
は
、「
遷
御
の
儀
」
に
か
か
わ
る

物
と
人
の
す
べ
て
が
祓
い
浄
め
ら
れ
る
。

　

翌
十
月
二
日
に
内
宮
、
五
日
に
外
宮

で
「
遷
御
の
儀
」
が
行
わ
れ
る
。
今
世

紀
初
の
盛
儀
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し

て
注
目
が
集
ま
る
。

次
号
予
告
　
大
特
集
「
遷
御
の
儀
」

●
主
な
内
容

２
・
３
面
　
ご
正
殿
、
完
成
！

４
・
５
面
　
遷
宮
祭
せ
ま
る

６
〜
11
面
　
お
白
石
持
行
事
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　
　
　
　
　
内
宮
・
外
宮
奉
献
／
特
別
神
領
民

12
面
　
　
　
い
せ
び
と
歳
時
記

　
　
　
　
　
遷
宮
奉
祝
奉
納
行
事

川原大祓（外宮）。遷御の前日の夕、奉仕する神職たち百名余、御料を納めた辛櫃二十四合など、
すべてが神域の祓所に勢ぞろいして祓い浄めが行われる。内宮10月1日、外宮10月4日　（平成5年撮影）

●
問
い
合
わ
せ
　
神
宮
司
庁

☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

大
祭
へ
準
備
万
端
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新
宮
は
西
の
御
敷
地
に

　

新
宮
は
ま
さ
に
照
り
輝
い
て
い
る
。

無
垢
の
ヒ
ノ
キ
か
ら
放
た
れ
る
芳
香
を

ま
じ
え
た
柔
和
な
輝
き
で
あ
る
。

　

千ち

木ぎ

、
鰹か

つ
お

木ぎ

、
御み

扉と
び
ら

、
木も

く

階か
い

な
ど
に

は
、
金
色
の
飾
り
金
具
が
清
々
し
い
華

や
ぎ
を
添
え
て
い
る
。
勾こ

う

欄ら
ん

の
彩
と
な

る
の
は
二
十
七
個
の
居す

え

玉だ
ま

だ
。

　

ご
正
殿
の
造
営
に
つ
い
て
は
、
代
々

不
変
を
鉄
則
と
し
て
い
る
が
、
今
回
は
、

こ
れ
ら
飾
り
金
具
と
居
玉
の
数
を
削
減

し
、
文
様
を
替
え
る
な
ど
、
幾
つ
か
の

変
更
が
あ
っ
た
。
時
代
に
影
響
を
受
け

て
飾
り
金
具
の
数
量
が
増
え
、
文
様
も

や
や
華
美
に
な
っ
て
い
た
の
を
平
安
後

期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
仕
様
と
し
、
簡
素

を
旨
と
す
る
神
明
造
に
ふ
さ
わ
し
い
状

態
に
も
ど
し
た
と
い
う
。

　

神か
み

路じ

山
の
山
裾
に
鎮
ま
る
皇こ

う

大た
い

神
宮

（
内
宮
）の
御み

敷し
き

地ち

は
、
緩
や
か
な
傾
斜

地
に
あ
る
。
今
回
、
新
宮
の
建
っ
て
い

る
の
は
西
の
御
敷
地
だ
。
一
段
高
い
東

の
御
敷
地
に
見
え
る
正
殿
の
屋
根
が
い

か
に
も
神
さ
び
て
二
十
年
の
歳
月
を
物

語
っ
て
い
た
。

　

な
お
、公
開
取
材
の
直
後
か
ら
、「
遷

御
の
儀
」
の
準
備
と
し
て
二
つ
の
正
宮

を
結
ぶ
雨う

儀ぎ

廊ろ
う

の
建
設
が
内
宮
・
外
宮

と
も
に
着
手
さ
れ
た
。

新
し
い
御
敷
地
に

ご
正
殿
、完
成
！

神
領
民
総
出
の
お
白し

ら

石い
し

持も
ち

行
事
が
終
了
し
た
九
月
上
旬
、

お
白
石
を
敷
き
詰
め
た
新
し
い
正
殿
が
公
開
取
材
と
な
っ
た
。

内な
い

宮く
う

、
外げ

宮く
う

と
も
に
そ
の
完
璧
な
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

は
、

周
囲
を
照
ら
す
ほ
ど
の
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

皇大神宮（内宮）の新宮。

内玉垣御門と中重鳥居。

新宮より一段高く本殿が望まれる。

正面の握舎は明治以降の設計。 勾欄には居玉が輝く。 屋根の鰹木は内宮は10本、
千木は内削。

木階には擬宝珠などの飾り金具。

内宮正殿
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内
宮
と
外
宮
の

見
分
け
方

〝
外
宮
正
殿
〟と
宮
大
工
の
道
具

「
せ
ん
ぐ
う
館
」で
見
る

「
ご
正
宮
の
出
来
ば
え
は
満
点
！
」

◆
元
神
宮
技
師
　

荒
井
留
五
郎
さ
ん（
談
）

◆
荒
井
留
五
郎（
あ
ら
い
・
と
め
ご
ろ
う
）氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
正
14
年
生
ま
れ
。
東
京
都
小
平
市
出
身
。
昭
和
27
年
、

第
59
回
式
年
遷
宮
に
宮
大
工
と
し
て
奉
職
。
第
60
回
、
第

61
回
式
年
遷
宮
に
技
師
と
し
て
奉
仕
。
平
成
6
年
退
職
。

式年遷宮記念せんぐう館
入館料　大人300円　小中学生100円
開　館　9時～16時30分（最終入場16時）　
休館日　毎月第4火曜日（祝日の場合はその翌日）　
住　所　伊勢市豊川町前野126-1（外宮宮域内）
☎０５９６・２２・６２６３

豊受大神宮（外宮）の新宮。

天に伸びる千木（外宮）。

外宮のみにある御饌殿。

祭場となる中重。右手に四丈殿。

　
内
宮
・
外
宮
と
も
に
、
ご
正
殿
は
幾
重
も
の

垣
に
囲
ま
れ
た
正
宮
の
中
に
あ
る
。
参
拝
者
に

は
残
念
な
が
ら
ご
正
殿
を
目
に
す
る
機
会
は
な

い
。
そ
こ
で
、
お
す
す
め
し
た
い
の
は
、「
せ

ん
ぐ
う
館
」
の
外
宮
正
殿
の
一
部
を
原
寸
再
現

し
た
展
示
で
あ
る
。
神
明
造
の
特
徴
は
、
高
床
、

萱か
や

葺ぶ
き

、
切き
り

妻づ
ま

の
屋
根
。
そ
の
屋
根
に
は
千
木
が

そ
び
え
、
鰹
木
が
並
ぶ
。
柱
は
丸
柱
で
根
元
を

地
面
に
埋
め
た
掘
立
式
で
あ
る
。

　
こ
の
模
型
は
正
殿
と
同
じ
素
材
を
使
い
現
役

の
宮
大
工
が
作
り
上
げ
た
精
巧
な
も
の
だ
。

　
宮
大
工
の
道
具
も
、
同
じ
フ
ロ
ア
ー
に
展
示

さ
れ
て
お
り
、
木
組
み
の
模
型
も
あ
っ
て
、
興

味
深
い
。

「今回は一
いち

宇
う

田
だ

奉献団の神領民と
してお白石を奉献し、内宮と外宮
それぞれのご正殿をしっかりと拝
見することができました。柱も壁
も萱

かや

屋根も立派に仕上がっており、
小
こ

工
だくみ

たちの仕事ぶりも、ヒノキの
材質も申し分ない。満点です。よ
かった、と心から安堵しました。
　歴史を調べると、社殿の造営も
時代の影響を受けて変遷がありま
す。ご正殿の丸太も戦国時代には
細いものも使われている。大工道
具にしても台

だい

鉋
かんな

が開発される江戸
中期より前では今のようなつやつ
やとした仕上がりの柱はのぞめな
かったはずです。
　私が初めて神宮工作所で迎えた
昭和二十八年のご遷宮造営では、
太い棟

むな

持
もち

柱
ばしら

を立てるにもすべて人
力。重機は存在しないという時代
でした。戦後、四回のご造営を経
て、適切な動力の導入もあり、現
場はかなり変わってきています。
　変わらないのは、大神さまのた
めに最高のものを造り上げるとい
う宮大工たちの心映えですね。一
本の柱、一枚の板は、太く長く重
い棟持柱にいたるまで、それぞれ
一人の大工が担当し手鉋でつるつ
るになるまで精魂込め、責任をも
って仕上げます。つねに神明造の
原点に立ち返り、最善を尽くした
結果がご正殿に凝縮されていると
いえましょう」。

外宮正殿

桁

破風
鞭懸
樋貫

鰹木
風穴
千木

棟
木

棟
持
柱

　

新
し
い
御
敷
地
の
内
院
に
立
つ
と
、

周
囲
の
緑
の
美
し
さ
に
感
嘆
す
る
。
そ

れ
は
、
内
宮
に
も
外
宮
に
も
共
通
す
る

こ
と
だ
が
、
同
じ
神
明
造
で
も
両
宮
に

は
幾
つ
か
区
別
が
あ
る
。

●
鰹
木
の
数
　

内
宮
　
十
本

外
宮
　
九
本

●
千
木
の
形
　

内
宮
　
先
端
が
水
平
に
切
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　（
内う
ち

削そ
ぎ

）　
　
風
穴
二
つ
半

外
宮
　
先
端
が
垂
直
に
切
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　（
外そ
と

削そ
ぎ

）　
　
風
穴
二
つ

●
東
、
西
宝
殿
の
配
置

内
宮
　
正
殿
の
後
方

外
宮
　
正
殿
の
前
方

●
外
宮
に
の
み
御み

饌け

殿で
ん

が
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
外
宮
よ
り
内
宮
の
方
が

規
模
が
大
き
く
、
床
板
張
、
桁け

た

や
梁は

り

の

組
み
方
の
手
法
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
宮
の
御
敷
地
は
、
内
宮
の

よ
う
な
山
裾
の
傾
斜
地
で
は
な
く
平
坦

な
山
田
原
に
あ
る
。

　

神
明
造
の
特
徴
で
あ
る
鰹
木
は
、
内

宮
所
属
の
宮
で
は
偶
数
、
外
宮
で
は
奇

数
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
別
宮
、
摂
社
、
末

社
、
所
管
社
ま
で
も
共
通
し
て
い
る
。

神明造の主な特徴（内宮）

撮
影
＝
溝
口
照
正

　文
　＝
乾
淳
子
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「
遷
御
の
儀
」

の
前
に

　
　（
＊
カ
ッ
コ
内
は
外
宮
日
程
）

遷
御
の
儀

　

御
装
束
神
宝
を
納
め
た
辛か

ら

櫃ひ
つ

を
新
宮

の
御
垣
内
に
並
べ
置
き
、
四よ

丈じ
ょ
う

殿で
ん

に
お

い
て
祭
主
が
そ
の
目
録（
巻
物
）を
点
検

す
る
式
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
、
一
同
、
遷
御
奉
仕
の
服

装
と
な
っ
て
奉
仕
す
る
。

　

五
十
鈴
川
右
岸
。
瀧た

き

祭ま
つ
り

神の
か
み

の
南
方
を

祓は
ら

所え
ど

と
し
て
行
わ
れ
る（
外
宮
で
は
中

御
池
の
ほ
と
り
、
三
ツ
石
辺
り
が
祓
所

と
な
る
）。

　

奉
仕
す
る
神
職
た
ち
百
名
余
、
御ご

料り
ょ
う

を
納
め
る
辛
櫃
二
十
四
合
な
ど
、
遷
御

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
物
と
人
が
勢
ぞ

ろ
い
し
て
、
祓
い
清
め
ら
れ
る
。
御
装

束
神
宝
を
納
め
た
辛
櫃
は
、
前
回
ま
で

は
素
木
だ
っ
た
が
、
今
回
は
、
古
来
の

朱
と
黒
の
漆
塗
り
に
も
ど
さ
れ
、
い
っ

そ
う
雅
や
か
な
た
た
ず
ま
い
と
な
る
。

　

遷
御
が
行
わ
れ
る
日
の
正
午
、
ご
神

体
を
お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
新
宮
の
殿

内
を
御
装
束
な
ど
に
よ
り
美
し
く
調
え

る
。
大
宮
司
、
少
宮
司
、
禰ね

宜ぎ

が
こ
れ

を
行
い
、
祭
主
が
検
分
す
る
。

●
午
後
一
時
よ
り
、
一
般
参
拝
は
停
止
と
な
る
。

　

こ
の
祭
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
百

名
を
超
え
る
奉
仕
者
た
ち
は
神
域
に
あ

る
斎さ

い

館か
ん

に
お
い
て
参さ

ん

籠ろ
う

潔け
っ

斎さ
い

を
行
う
。

役
目
に
よ
っ
て
、
二
夜
～
五
夜
籠
っ
て

こ
の
時
に
そ
な
え
る
。

　

出し
ゅ
つ

御ぎ
ょ

の
刻
限
に
な
る
と
、
明
か
り
は

消
さ
れ
、
浄
ら
か
な
暗
闇
と
さ
れ
る
浄じ

ょ
う

闇あ
ん

の
中
で
古
代
と
変
わ
り
な
い
式
次
第

に
よ
っ
て
遷
御
の
儀
が
行
わ
れ
る
。

　

午
後
六
時
前
、
静
ま
り
返
っ
た
神
域

に
参
進
を
告
げ
る
報ほ

う

鼓こ

が
白は

く

丁ち
ょ
う

に
よ
り

打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。

　

斎
館
よ
り
正
宮
へ
、
勅ち

ょ
く

使し

一
行
に
つ

づ
き
、
祭
主
、
大
宮
司
、
少
宮
司
、
神

職
た
ち
の
参
進
が
始
ま
る
。

　

玉
串
行
事
所
で
一
行
は
太ふ

と

玉た
ま

串ぐ
し

を
両

手
に
と
り
、
さ
ら
に
参
進
し
内う

ち

玉た
ま

垣が
き

御ご

門も
ん

下
に
そ
れ
を
奉
納
す
る
。
そ
の
後
、

内
院
へ
進
む
。

　

勅
使
が
正
殿
に
向
か
い
「
新
宮
に
お

遷
り
を
請
奉
る
」
と
奏
上
。
大
宮
司
、

少
宮
司
が
正
殿
の
扉
を
開
く
。

　

読
み
あ
げ
ら
れ
る
召め

し

立た
て

文ぶ
ん

に
従
っ
て

御
装
束
や
神
宝
を
神
職
た
ち
が
捧
げ
持

ち
、
並
ぶ
。

　

天
の
岩
戸
の
故
事
に
な
ら
い
鶏け

い

鳴め
い

所

役
が「
カ
ケ
コ
ー
」と
三
声
唱
え
る（
外

宮
は
「
カ
ケ
ロ
ー
」）。

　

八
時
ち
ょ
う
ど
、
勅
使
が
階
下
に
す

す
み「
出
御
」と
三
度
唱
え
る
の
を
合
図

に
、
白
い
絹き

ん

垣が
い

に
囲
ま
れ
神
職
た
ち
に

護
ら
れ
た
ご
神
体
は
お
出
ま
し
に
な
る
。

〈
時
を
同
じ
く
し
て
、
皇
居
の
神し

ん

嘉か

殿で
ん

の
前
庭
で
は
天
皇
陛
下
が
庭て

い

上じ
ょ
う

下げ

御ぎ
ょ

と

い
う
最
も
丁
寧
な
作
法
で
神
宮
を
遙
拝

さ
れ
る
。〉

　

御
列
は
、
楽
師
た
ち
の
奏
す
る
雅
や

か
な
道み

ち

楽が
く

の
流
れ
る
中
を
ゆ
る
や
か
な

足
取
り
で
新
宮
へ
遷
り
ゆ
く
。

　

ご
神
体
、
新
宮
に
入じ

ゅ

御ぎ
ょ

す
る
。

御お
ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

読と
く

合ご
う

十
月
一
日（
四
日
）午
前
十
時

十
月
二
日（
五
日
）午
後
八
時

川か
わ
ら原

大お
お

祓は
ら
い

十
月
一
日（
四
日
）午
後
四
時

御お

飾か
ざ
り

十
月
二
日（
五
日
）　
正
午

川原大祓（外宮）

ご神体は絹垣と行障の内にすすむ（外宮）。

祭主はじめ、参進する神職たち。

松明の明かりで参進する。

浄
闇
の
中
、

神
代
の
祭
り

さ
な
が
ら
に
│
│

秋
十
月
。
ご
正
宮
が
完
成
し
、御お

ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

も
す
べ
て
調
い
、い
よ
い
よ
遷
宮
祭
が
行
わ
れ
る
。

神
宮
式
年
遷
宮
の
成
就
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
宮
遷
り
の
神
事
で
あ
る
。

神
職
た
ち
奉
仕
者
は
、新
調
し
た
遷
御
奉
仕
の
装
い
に
威
儀
を
た
だ
し
、厳
か
に
祭
り
に
臨
む
。 遷

宮
祭

　
　（
せ
ん
ぐ
う
さ
い
）

内
宮　
十
月
一
日
～
三
日

外
宮　
十
月
四
日
～
六
日

※遷宮祭は一般の参拝者の拝観はできません。
※遷宮祭・奉祝行事の写真はすべて前回平成5年に撮影したものです。（フォトプレス伊勢志摩）
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「
遷
御
の
儀
」

の
後
に

渡と

御ぎ
ょ

の
様
子
が
わ
か
る
─
─

せ
ん
ぐ
う
館
の

「
遷
御
の
儀
」御
列

　

ご
神
体
を
新
宮
へ
お
遷
し
す
る
御
列

は
、
お
よ
そ
百
五
十
人
か
ら
な
る
。
ほ

ぼ
中
央
に
白
い
絹
垣
の
囲
む
ご
神
体
が

す
す
み
、
そ
の
前
後
を
御お

ん

太た

刀ち

や
御お

ん

弓ゆ
み

な
ど
神
宝
の
武
具
、
蓋

き
ぬ
が
さや
翳さ

し
は

な
ど
道
中

威
儀
具
を
奉
じ
た
奉
仕
員
た
ち
、
道
楽

を
奏
で
る
楽
長
・
楽
師
た
ち
が
ゆ
っ
く

り
と
進
む
。

「
せ
ん
ぐ
う
館
」
の
展
示
『
渡
御
御ぎ

ょ

列れ
つ

模
型
』（
写
真
）で
は
、「
カ
ケ
コ
ー
」
と

三
度
繰
り
返
す
鶏
鳴
三
声
、
雅
や
か
な

道
楽
の
調
べ
と
と
も
に
そ
の
よ
う
す
を

間
近
に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
寸

法
は
六
分
の
一
ス
ケ
ー
ル
。
神
職
た
ち

奉
仕
員
の
表
情
や
所
作
、
捧
げ
持
つ
御

装
束
神
宝
も
忠
実
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。

太玉串を手に参進する勅使。

特別奉拝席（招待者）。

杜を照らす月影（平成5年10月2日）。 裾取りを従え、太玉串を手にもって参進する禰宜。五丈殿で饗膳（遷御の翌日）。

江戸芸かっぽれ（内宮・特設舞台）。 第61回遷宮記念神楽「栄久舞」。

　

遷
御
の
翌
日（
内
宮
三
日
、
外
宮
六

日
）は
、
早
朝
か
ら
夜
更
け
ま
で
、
新

宮
に
お
い
て
五
つ
の
祭
り
・
行
事
が
行

わ
れ
る
。

午
前
六
時　

大お
お

御み

饌け

　

祭
主
、
大
宮
司
、
少
宮
司
、
神
職
が

参
列
し
、
瑞み

ず

垣が
き

御ご

門も
ん

の
前
に
御
饌
を
供

え
、
大
宮
司
が
祝の

り
と詞

を
奏
上
す
る
。

午
前
十
時　

奉ほ
う

幣へ
い

　

新
宮
の
大
御
前
に
勅
使
が
、
幣へ

い

帛は
く

を

奉
納
。そ
の
後
、五ご

丈じ
ょ
う

殿で
ん

で
饗き

ょ
う

膳ぜ
ん

を
囲
む
。

午
後
二
時　

古こ

物も
つ

渡わ
た
し

　

旧
殿
に
残
さ
れ
て
い
た
神
宝
類
を
西

宝
殿
に
移
送
す
る
。

午
後
五
時　

御み

神か
ぐ
ら楽

御み

饌け

　
「
御
神
楽
」
を
奉
納
す
る
こ
と
を
大

神
に
奉
告
す
る
祭
り
を
行
う
。

午
後
七
時　

御み

神か
ぐ
ら楽

　

宮
内
庁
楽
員
に
よ
り
、
秘
曲
が
夕
刻

よ
り
深
夜
ま
で
四
丈
殿
で
奏
さ
れ
る
。

●
十
月
八
日
よ
り
、
内
宮（
神
苑
特
設
舞
台
・
参
集
殿

ほ
か
）・
外
宮（
勾
玉
池
奉
納
舞
台
ほ
か
）で
は
第
62
回

神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝
行
事
を
開
催
。
日
本
各
地
の
芸
能

は
じ
め
各
種
奉
納
が
行
わ
れ
る
。
詳
細
は
12
面
を
参
照
。

菅
御
翳

【
す
げ
の
お
ん
さ
し
は
】

金
銅
造
御
太
刀

【
こ
ん
ど
う
づ
く
り
の
お
ん
た
ち
】

玉
纏
御
太
刀

【
た
ま
ま
き
の
お
ん
た
ち
】

須
賀
利
御
太
刀

【
す
が
り
の
お
ん
た
ち
】

行
障

【
こ
う
じ
ょ
う
】

祭
主

【
さ
い
し
ゅ
】

※
赤
紫
綾
御
蓋
の
後
方

羅
紫
御
翳

【
ら
の
む
ら
さ
き
の
お
ん
さ
し
は
】

赤
紫
綾
御
蓋

【
あ
か
む
ら
さ
き
の
あ
や
の
お
ん
き
ぬ
が
さ
】

赤
紫
綾
御
蓋

【
あ
か
む
ら
さ
き
の
あ
や
の
お
ん
き
ぬ
が
さ
】

道
敷

【
み
ち
し
き
】

楽
長
・
楽
師

【
が
く
ち
ょ
う
・
が
く
し
】

勅
使

【
ち
ょ
く
し
】

絹
垣

【
き
ん
が
い
】

「『
遷
御
の
儀
』は
、語
り
継
が
れ
て
き
た
神
話
の
再
現
と
い
え
ま
す
」

◆
神
宮
権
禰
宜
　

吉
川
竜
実
さ
ん（
談
）

「古事記や日本書紀によって伝え
られる神話の核心部分は、天孫降
臨、つまり天照大神が邇

に

邇
に

芸
ぎの

命
みこと

を
神々の世界である高天原から地上
へ降ろす物語です。邇邇芸命は宝
鏡などを携え大勢の神々を従えて
列をなして天下るわけですが、こ
の天上から地上へ向かう垂直の御
列を水平の御列に移したものが遷
御の御列と考えられます。また、
倭
やまと

姫
ひめの

命
みこと

が大神のご鎮座の地を求め
て宝鏡（ご神体）を奉じて伊勢へ巡
行された旅も同様です。すなわち、
祭りは語り伝えられてきた神話を
繰り返す行為、といえるでしょう。
神話を再現することによって、人
は時空を超えて原初に立ち返り、
神々や先祖たちの業や心を共有す
ることができるのです」。

◆𠮷川竜実（よしかわ・たつみ）氏プロフィール
昭和39年生まれ。大阪府出身。皇學館大学
国史学科卒業、同大学院博士前期課程修了。
平成元年神宮司庁奉職。神宮権禰宜、神
宮司庁広報室広報課課長。



6平成25年9月25日発行

水をかけ合って練る（楠部町奉献団）。

4500人が参加した宇治奉献団。

エンヤ曳で外宮神域へ勢いよく駆け込む
（河崎六ヶ町奉献団）。

朝熊町奉献団がお白石持に合わせて創作した「朝熊小
菜音頭」。

桜が丘奉献団は、綱先をつないで輪になって奉曳。

江清渚連「江若」の木遣り衆。

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮

お
白
石
持
行
事

ダ
イ
ジ
ェス
ト

内
宮
奉
献

川
曳
●
７
／
26
・
27

陸
曳
●
７
／
28
～
8
／
12

伊
勢
の
町
衆
に

全
国
か
ら
の
特
別
神
領
民
が
加
わ
り
、

延
べ
二
十
三
万
人
が
奉
仕
し
た
お
白し

ら

石い
し

持も
ち

行
事
。

連
日
の
猛
暑
に
も
負
け
ず
、

お
白
石
を
載
せ
た
川
ソ
リ
と
奉
曳
車
を

心
ひ
と
つ
に
曳
い
た
。

七
月
末
か
ら
九
月
頭
ま
で

二
十
二
日
を
か
け
て
行
わ
れ
た
お
白
石
持
の
、

後
世
に
伝
え
た
い
感
動
の
名
場
面
の
数
々
、

紙
上
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

伊勢のお白石持終わる
　

千
年
に
一
度
と
も
さ
さ
や
か
れ
た
暑

い
夏
、
伊
勢
の
ま
ち
は
週
末
ご
と
に
お

白
石
持
行
事
に
沸
い
た
。
式
年
遷
宮
に

際
し
、
新
宮
の
庭
に
お
白
石
を
奉
献
す

る
こ
の
行
事
は
、
国
の
選
択
無
形
民
俗

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

内な
い

宮く
う

へ
は
川か

わ

曳び
き

と
陸お

か

曳び
き

で
、
外げ

宮く
う

へ

は
陸
曳
で
、
市
内
の
七
十
七
奉
献
団
が

衣
装
、
木
遣
り
な
ど
、
各
町
の
伝
統
ス

タ
イ
ル
を
守
り
「
エ
ン
ヤ
！
」
の
掛
け

声
で
奉
曳
す
る
。
ソ
リ
や
奉
曳
車
に
積

ん
だ
四
斗
樽
に
は
、
宮
川
の
河
原
で
拾

い
集
め
た
清
ら
か
な
お
白
石
。
神
域
に

曳
き
入
れ
た
後
一
人
ひ
と
り
の
手
に
渡

さ
れ
、
ま
だ
ヒ
ノ
キ
の
香
漂
う
新
宮
へ

と
向
か
う
。
五
重
の
垣
の
最
奥
、
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

の
ご
正
殿
を
間
近
に
仰
げ
る
の
は
、

二
十
年
に
一
度
、
こ
の
時
限
り
で
あ
る
。

　

四
十
年
前
の
遷
宮
か
ら
は
各
県
神
社

庁
を
通
し
て
参
加
者
募
集
も
行
わ
れ
、

今
回
も
全
国
か
ら
約
七
万
人
の
〝
特
別

神
領
民
〟
が
訪
れ
た
。
ま
た
、
研
究
者
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
芸
能
人
な
ど
数
多
く

の
著
名
人
ら
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
参
加

し
、
市
民
に
交
じ
っ
て
曳
き
綱
に
連
な

っ
た
姿
も
印
象
深
い
。

　

行
事
は
つ
つ
が
な
く
終
了
。
奉
献
団

と
特
別
神
領
民
、
延
べ
二
十
三
万
人
の

奉
仕
に
よ
り
、
新
正
殿
の
庭
に
は
お
白

石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
。
あ
と
は
十
月

の
遷せ

ん

御ぎ
ょ

を
待
つ
ば
か
り
―
―
。

　

幕
開
け
は
七
月
二
十
六
日
の
川
曳
。

内
宮
領
奉
献
団
十
八
団
が
榊
や
鳥
居
な

ど
各
々
装
飾
を
施
し
た
ソ
リ
に
白
石
の

樽
を
積
み
、
清
流
・
五
十
鈴
川
を
遡
っ

て
内
宮
を
め
ざ
し
た
。

　

浦
田
橋
詰
を
出
発
し
、
宇
治
橋
前
で

神
域
へ
と
引
き
揚
げ
る
ま
で
約
一
㌔
の

途
次
で
は
、
橋
や
堤
防
か
ら
多
く
の
観

衆
が
見
守
る
中
、
団
ご
と
の
特
色
あ
る

情
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
宇
治
奉
献
団
は

約
四
千
五
百
人
の
大
所
帯
。
三
台
の
ソ

リ
が
連
な
り
粛
々
と
進
む
様
子
は
さ
な

が
ら
歴
史
絵
巻
の
趣
だ
が
、
お
楽
し
み

の
〝
練
り
〟
が
始
ま
る
と
、
水
し
ぶ
き

を
上
げ
て
駆
け
寄
る
曳
き
子
た
ち
の
歓

声
が
ワ
ッ
と
弾
け
る
。

　

川
曳
の
見
せ
場
の
一
つ
が
、
川
面
一

帯
に
響
き
渡
る
木
遣
り
唄
だ
。
中
で
も

貫
禄
を
感
じ
さ
せ
た
江え

清せ
い

渚ち
ょ

連れ
ん

、
青
年

団
「
江え

若わ
か

」
の
木
遣
り
衆
は
「
毎
年
三

回
行
う
夫め

お
と婦

岩い
わ

注し

連め

縄な
わ

張は
り

で
も
唄
う
の

で
、
普
段
か
ら
声
を
鍛
え
て
き
た
」
と

言
う
。
ま
た
中
村
町
奉
献
団
で
は
町
に

伝
わ
る
雄
雌
つ
が
い
の
ホ
ラ
貝
が
吹
か

れ
、
少
人
数
の
奉
曳
を
力
づ
け
た
。

　

こ
う
し
て
伝
統
が
受
け
継
が
れ
る
一

方
で
、
新
し
い
風
も
起
き
た
。
地
元
の

名
産
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
音
頭
の
披

露（
朝あ

さ

熊ま

町
奉
献
団
）、
和
を
大
切
に
す

る
心
か
ら
繋
い
だ
二
本
の
綱
先（
桜
が

丘
奉
献
団
）…
…
。
お
木
曳
行
事
か
ら

参
加
の
光
の
街
奉
献
団
は
、
平
均
年
齢

三
十
歳
と
い
う
若
さ
を
前
面
に
、
宇
治

橋
下
か
ら
疾
風
の
よ
う
に
走
り
込
む
エ

ン
ヤ
曳び

き

を
見
事
成
功
さ
せ
、
観
衆
を
わ

か
せ
た
。

撮影＝阪本博文・鈴木和宏・高田健司・西井正樹・溝口照正　取材・文＝編集部
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ゆっくりと川の中を進む。（左上・江清渚連、右上・桜が丘奉献団、下・一宇田町奉献団）

五十鈴川を遡る中村町奉献団。

二見浦茶屋清渚連は、夫婦岩を模し
た樽で奉曳（右上）。宇治橋をめざす
山田原奉献団（右中）。慶光院ゆかり
の磯町慶光院奉献団は、内宮にのみ
奉献（右下）。

42人の子ども木遣りが活躍した光の街奉献団。

20年後を担う子ども木遣りが元気いっぱいの唄声を披露（鹿海
町奉献団）。

ソリを一気に曳き上げる、勇壮なエンヤ曳をみせた伊勢古市・久世戸奉献団。

采が川風になびき、木遣り
唄が響く。
左上・中之町奉献団、
右上・三津奉献団、
下・桜木町奉献団

松下奉献団は、松下社の注連縄を付けて奉曳（左上）。神域まで駆
け込んだ二軒茶屋奉献団（右上）。揃いの衣装で曳いた五十鈴ヶ
丘奉献団（左下）。木遣りを合図にエンヤ曳（溝口奉献団、右下）。

全国から23万人がエンヤー！

五
十
鈴
川
の
浦
田
橋
下
流
か
ら
宇
治
橋

ま
で
の
約
一
㌔
を
遡
る
。
水
深
の
浅
い

と
こ
ろ
で
は
綱
を
押
し
合
っ
た
り
、
水

を
掛
け
合
っ
た
り
し
て
遊
ぶ
一
幕
も
。

川
の
流
れ
が
強
い
浅
瀬
の
堰
は
、
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
た
。

川
曳
の
木
遣
り
は
、
周
囲
に
建
物
な
ど

反
響
す
る
も
の
が
少
な
い
河
原
で
唄
わ

れ
る
た
め
、
大
き
な
声
量
が
必
要
と
な

る
。
采ざ

い
も
水
に
ぬ
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ

う
に
ヒ
ノ
キ
等
の
皮
を
薄
く
削
っ
た
も

の
が
使
わ
れ
て
い
る
。

宇
治
橋
の
下
で
木
遣
り
が
唄
わ
れ
、「
エ

ン
ヤ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
一
気
に
駆

け
上
る
。
全
員
で
粛
々
と
曳
き
上
げ
る

団
、
若
手
が
中
心
と
な
り
神
苑
ま
で
一

気
に
走
り
込
む
団
な
ど
、
団
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ン
ヤ
曳
を
み
せ
た
。

奉
曳

木
遣
り

エ
ン
ヤ
曳

水
し
ぶ
き
上
げ
て
川
遡
る

川
面
に
響
く
唄
声

宇
治
橋
上
か
ら
観
衆
見
守
る



8平成25年9月25日発行

倭町奉献団の木遣り衆は、日本武尊をモチーフに真白の装束で奉曳。

今回が初奉献の北浜連合奉献団。 最終日のトリを飾った岩渕町白石奉献団。

前山町養命団では、木遣りのメロディをサックスで披露。

左・田尻町奉献団、右・上長屋奉献団

左・尾上町永昌社奉献団、右・京町親友会

船江神習組奉献団の奉曳車は、全長7メートル10センチ、車輪の直径1メートル57センチ、総重量5トンにおよ
び市内でも最大級だ。

左上・浦口町奉献団、右上・一志町奉献団、
左下・小木町箕曲団、右下・吹上町お白石奉献団

　

外
宮
領
奉
献
団
に
よ
る
外
宮
奉
献
は
、

八
月
二
十
三
日
よ
り
始
ま
っ
た
。
山
田

上
口
駅
近
く
の
浦
口
を
出
発
点
に
、
約

一
・
四
㌔
を
各
町
自
慢
の
奉
曳
車
に
白

石
を
載
せ
て
外
宮
を
目
指
し
た
。

　

今
回
、
初
参
加
は
小お

俣ば
た

町
奉
献
団
、

北
浜
連
合
奉
献
団
、
宮
沼
連
合
奉
献
団

だ
。
小
俣
町
奉
献
団
は
、
総
勢
八
十
人

と
最
大
規
模
の
木
遣
り
連
が
迫
力
あ
る

唄
声
を
響
か
せ
た
。

　

大
所
帯
と
い
え
ば
船
江
神し

ん

習し
ゅ
う

組ぐ
み

奉
献

団（
約
三
千
人
）と
、
大
湊
奉
献
団（
約

五
千
人
）だ
。
両
団
と
も
、
巨
大
な
奉

曳
車
に
三
百
㍍
を
超
え
る
綱
を
伸
ば
し

て
の
大
行
列
。
大
湊
は
、
自
慢
の
太
い

綱
で
大
通
り
を
自
在
に
練
り
、
漁
師
町

ら
し
い
勢
い
あ
る
奉
曳
を
み
せ
た
。

　

樽
の
数
な
ら
高た

か

向ぶ
く

奉
献
団
の
奉
曳
車

に
は
白
石
樽
と
飾
り
の
化
粧
樽
、
合
計

六
十
個
を
搭
載
。
二
十
～
三
十
個
を
積

む
団
が
多
い
中
で
群
を
抜
き
、
約
二
千

人
が
誇
ら
し
げ
に
綱
を
曳
い
た
。

　

道
中
の
余
興
に
も
各
町
の
特
徴
が
。

吹
上
町
お
白
石
奉
献
団
は
、
休
憩
時
に

子
ど
も
や
女
性
ら
が
地
域
に
伝
わ
る

「
吹
上
甚
句
」
を
披
露
。
江
戸
時
代
の

地
元
ゆ
か
り
の
関
取
か
ら
伝
わ
る
甚
句

で
士
気
を
高
め
た
。

　

二
十
五
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。

し
か
し
西
口
町
瑞
穂
連
で
は
綱
を
頭
上

ま
で
持
ち
上
げ
る
高た

か

綱つ
な

を
披
露
。
他
の

団
も
、
練
っ
て
、
綱
で
木
遣
り
衆
を
挟

ん
で
持
ち
あ
げ
る
な
ど
雨
も
吹
き
飛
ば

す
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。

　

奉
曳
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
外
宮
北き

た

御み

門か
ど

前
か
ら
神
域
へ
駆
け
込
む
エ
ン
ヤ

曳
だ
。
一
之
木
町
須
原
奉
献
団
は
北
御

門
の
数
十
㍍
手
前
か
ら
全
速
力
で
走
り

だ
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
沸
か
せ
た
。

奉
曳
車
に
も
各
町
の
特
徴
が
出
て
い
る
。

製
作
年
、
大
き
さ
、
ワ
ン
鳴
り
、
伝
統

の
装
飾
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ま
た
、
最

大
六
十
樽
を
積
ん
で
奉
曳
し
た
団
も
あ

れ
ば
、
古
い
味
噌
樽
を
使
っ
て
、
大
樽

一
個
で
奉
曳
し
た
団
も
。

奉
曳
車

歴
史
、飾
り
、そ
し
て
ワ
ン
鳴
り

休
憩
中
の
お
楽
し
み
は
女
性
部
な
ど
に

よ
る
余
興
だ
。伝
統
の
伊
勢
音
頭
、現
代

風
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
趣
向
を

こ
ら
し
た
余
興
を
披
露
し
た
。
前
山
町

養
命
団
で
は
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
あ
る

三
姉
妹
が
演
奏
し
、
観
衆
を
沸
か
せ
た
。

余
興

伝
統
の
音
頭
か
ら
よ
さ
こ
い
ま
で

外
宮
奉
献
8
／
17
～
9
／
1
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巨大な奉曳車に30樽を積み、威風堂 と々したたたずまいで進む（大湊奉献団）。河崎町旭通奉献団竹ヶ鼻町奉献団

下野町奉献団

曽祢町奉献団

常磐表町奉献団 八日市場町篤友会 宮崎奉献団 栗友会辻久留奉献団

力いっぱい練る宮町お白石奉献団。

徳川山お白石奉献団

神久社奉献団

河崎南側奉献団 小俣町奉献団

出雲町誠義会奉献団

二見町西奉献団

西口町瑞穂連奉献団

常磐第一奉献団

二
本
の
綱
を
合
わ
せ
、
道
幅
い
っ
ぱ
い

に
蛇
行
す
る「
練
り
」。
木
遣
り
に
合
わ

せ
て
曳
き
子
た
ち
が
上
下
に
綱
を
揺
さ

ぶ
っ
た
後
で
一
気
に
中
央
に
駆
け
寄
り

押
し
合
う
。
木
遣
り
子
を
綱
で
は
さ
ん

で
持
ち
あ
げ
る
パ
ワ
フ
ル
団
も
あ
っ
た
。

伊
勢
っ
子
た
ち
に
な
じ
み
の
深
い
外
宮

さ
ん
。
外
宮
領
の
奉
献
団
に
と
っ
て
、

お
木
曳
で
も
奉
仕
す
る
外
宮
と
そ
の
界

隈
は
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
。
重
厚
な

ワ
ン
鳴
り
を
響
か
せ
な
が
ら
、
各
町
自

慢
の
奉
曳
車
が
大
路
を
ゆ
く
。

練
り

奉
曳

二
本
の
綱
を
合
わ
せ
て
蛇
行

町
の
特
色
が
よ
く
見
え
る

全国から23万人がエンヤー！
伊勢のお白石持終わる
第六十二回神宮式年遷宮
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黒瀬町橘栄社お白石奉献団の本木遣り（左上）。進行をリードする木遣り衆（本町白石奉献団、左下）。
女性木遣りも活躍（通町奉献団、右）。

左上・馬瀬町奉献団、左下・中島豊
流団、右上・宮川町奉献団、右中・
宮沼連合奉献団、右下・一色町白石
奉献団

今一色奉献団

大世古町奉献団

高向奉献団

表参道の正面に、本木遣りを乗せた小川町勢勇団の奉曳車が到着。

二俣町白石奉献団 常磐西世古奉献団

左上から神社港辰組奉献団、岡
本町お白石奉献団、下長屋奉曳
団、新開梅栄団、右上から王中
島奉献団、豊栄会、二見町荘奉
献団 常磐仲町奉献団の「一本曳」。

豪速のエンヤ曳をみせた一之木町須原奉献団。

綱
の
間
で
進
行
を
リ
ー
ド
す
る
道
中
木

遣
り
、
各
団
伝
統
の
衣
装
を
身
に
ま
と

っ
た
本
木
遣
り
が
自
慢
の
声
を
響
か
せ

た
。
各
町
の
歌
詞
に
は
町
の
歴
史
な
ど

が
唄
わ
れ
、
采
を
振
る
立
ち
姿
か
ら
は

自
分
の
町
へ
の
誇
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

外
宮
北き

た

御み

門か
ど

交
差
点
か
そ
の
手
前
で
奉

曳
車
の
態
勢
を
整
え
て
、
神
域
へ
と
駆

け
込
ん
だ
。
団
に
よ
っ
て
、
車
上
の
本

木
遣
り
の
勇
壮
な
唄
で
出
発
し
た
り
、

綱
を
合
わ
せ
る
「
一
本
曳
」
を
披
露
す

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
終
幕
が
あ
っ
た
。

木
遣
り

　エ
ン
ヤ

　曳

伝
統
ス
タ
イ
ル
も
凛
々
し
く

北
御
門
へ一
気
に「
エ
ン
ヤ
！
」

神
域
へ
入
っ
て
か
ら
は
、
多
く
の
団
が

木
遣
り
や
マ
イ
ク
で
の
進
行
を
控
え
、

粛
々
と
表
参
道
ま
で
曳
い
た
。
火
除
橋

の
手
前
に
奉
曳
車
が
着
く
と
、
万
歳
三

唱
が
起
こ
り
、
神
宮
神
職
に
よ
る
お
祓

い
の
後
、新
宮
へ
と
向
か
っ
た
。

神
域

杜
の
緑
に
奉
曳
車
が
映
え
る

全国から23万人がエンヤー！
伊勢のお白石持終わる
第六十二回神宮式年遷宮

常磐西世古奉献団の「西世古太鼓」。
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川端町天漁人奉献団の帰り車が度会橋をゆく。

東北復興を願った二俣町白石奉献団の帰
り車。

河崎六ヶ町奉献団の上せ車。

特別神領民は、前日に二見興玉神社で
浜参宮をすませ、奉献に挑んだ。特設の
「おもてなし広場」では、地元奉献団の
有志による木遣り披露も。全ての行程に
市民ボランティアが活躍した。

本町白石奉献団の上せ車。 創作ねぶた「風神と雷神」を載せ
た宮後お白石奉献団の上せ車。

大行燈を載せた京町親友会の帰り車。
　

各
団
の
奉
曳
車
が
前
夜
ま
た
は
一
週

間
前
に
自
町
か
ら
お
白
石
持
の
出
発
点

ま
で
向
か
う
「
上
せ
車
」
と
、
奉
曳
を

終
え
た
車
が
自
町
ま
で
帰
る「
帰
り
車
」。

い
ず
れ
も
夜
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
提
灯
や
行
燈
な
ど
を
付
け
て
の

賑
や
か
な
曳
行
は
、
古
く
か
ら
の
伝
統

で
も
あ
る
。

　

七
月
二
十
一
日
の
夕
刻
、
内
宮
奉
献

の
出
発
点
・
古
市
を
め
ざ
し
た
の
は
河

崎
六
ヶ
町
奉
献
団
。
百
個
の
提
灯
を
つ

け
、
若
手
の
団
員
が
中
心
に
な
っ
て
上

り
坂
を
曳
い
た
。
宮
川
の
対
岸
に
あ
る

川
端
町
は
、
国
道
四
二
号
が
通
る
度
会

橋
を
一
時
通
行
止
め
に
し
て
、
外
宮
奉

献
の
出
発
点
・
浦
口
へ
。
一
方
、
帰
り

車
は
、巨
大
な
丸
行
燈
を
積
ん
だ
り（
京

町
）、
震
災
復
興
を
願
い
東
北
の
酒
蔵

メ
ー
カ
ー
の
酒
樽
を
積
ん
だ
り（
二
俣

町
）と
、
趣
向
も
さ
ま
ざ
ま
に
奉
献
後

の
余
韻
に
ひ
た
っ
た
。

上の

ぼ

せ
車

帰
り
車

飾
り
提
灯
の
趣
向
も
さ
ま
ざ
ま

全
国
か
ら
七
万
三
千
人

よ
う
こ
そ
特
別
神
領
民

　

昭
和
四
十
八
年
の
第
六
十
回
式
年
遷

宮
か
ら
始
ま
っ
た
特
別
神
領
民
の
募
集

は
、
今
回
の
遷
宮
で
三
回
目
を
迎
え
た
。

七
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の

二
十
日
間
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
か
ら
七
万
三
千
人
が
参
加
し
た
。

　

内
宮
奉
献
は
、
お
は
ら
い
町
通
り
を

通
り
、
内
宮
ま
で
の
約
八
百
㍍（
一
時

間
）。
一
方
、
外
宮
奉
献
で
は
、
宮
町

交
差
点
を
出
発
し
、
外
宮
ま
で
の
約
一

㌔（
一
時
間
）の
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
奉
曳

車
の
梃
子
や
綱
、
進
行
、
木
遣
り
は
、

伊
勢
神
宮
奉
仕
会
青
年
部
を
は
じ
め
各

奉
献
団
の
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
担
っ
た
。「
今
年
は
特
に
暑
か
っ
た

の
で
、
熱
中
症
対
策
は
万
全
に
行
い
ま

し
た
」
と
御
白
石
奉
献
団
連
合
会
総
副

委
員
長
・
山
本
一
雄
さ
ん
。
新
宮
へ
の

奉
献
ま
で
、
看
護
師
や
救
護
班
が
寄
り

添
う
よ
う
に
見
守
っ
た
。
参
加
者
ら
は

そ
ん
な
も
て
な
し
を
受
け
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
伊
勢
で
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

　

も
う
一
つ
の
お
白
石
持

参加者の声

■実際に奉曳車を見て歴史を

感じ、地元のボランティアの

みなさんの温かい声がけに感

動しました。

菊地晴紀さん（伊勢市、20）

■綱の重さに歴史の重さを全

身で感じました。ボランティ

アの方のチームワークが素晴

らしかったです。

　椎名巳津男さん

（千葉県柏市、72）

■家族で参加しました。二十

年後の白石持では、今、中学

二年生の息子の子どもも一緒

に家族みんなで訪れたいです。

　上小倉一志さん

（名古屋市、52）

■二十年前は二世代で参加し

ました。今回は、家族が増え

て親子三代で来ることができ

て感慨深いです。運んだお白

石が二十年間、置かれると思

うと嬉しいです。

本橋宣彦さん（東京都、53）

■夏休みなので、孫と一緒に

参加しました。伊勢の人の心

づくしのおもてなしに感激し

ました。

　鈴木閑さん（愛知県碧南市）
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【
内
宮
】
場
所：神
苑
特
設
舞
台（
一
部
、参
集
殿
）

◆
10
月

13
日（
日
）　

9
時
　
　
　
山
名
神
社
天
王
祭
舞
楽（
静
岡
）

9
時
45
分
　
豊
前
感
応
楽（
福
岡
）

10
時
40
分
　
手
子
后
神
社
あ
ば
れ
太
鼓（
茨
城
）

11
時
25
分
　
洋
遊
会
舞
楽（
富
山
）

12
時
40
分
　�

御
宝
殿
熊
野
神
社
稚
児
田
楽
・
風
流�

（
福
島
）

13
時
40
分
　
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ（
東
京
）

14
時
50
分
　
日
田
祇
園
囃
子（
大
分
）

15
時
30
分
　
乙
田
舞
獅
子（
和
歌
山
）

14
日（
祝
）　

15
時
　
　
　
日
下
部
太
鼓（
愛
知
）

15
日（
火
）

9
時
10
分
　�

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
太
々
神
楽

（
山
梨
）

10
時
50
分
　
大
獅
子
小
獅
子
の
舞（
愛
知
）

13
時
20
分
　
加
江
田
神
社
伊
勢
神
楽（
宮
崎
）

16
日（
水
）

9
時
20
分
　
藤
沢
湯
立
神
楽（
神
奈
川
）

10
時
45
分
　
上
五
島
神
楽（
長
崎
）

13
時
30
分
　
出
雲
國
大
原
神
主
神
楽（
島
根
）

14
時
30
分
　
国
栖
奏（
奈
良
）

18
日（
金
）

11
時
　
　
　
大
神
神
社
「
磯
城
の
舞
」
ほ
か（
奈
良
）

13
時
30
分
　
河
来
見
翁
三
番
叟（
京
都
）

13
時
30
分
　�

春
日
神
社
神
事
能（
山
形
）　

　
　
　
　
　
※
参
集
殿
に
て

19
日（
土
）

9
時
25
分
　
春
日
神
社
太
々
神
楽（
福
島
）

10
時
45
分
　
立
阪
神
社
獅
子
舞（
三
重
）

13
時
15
分
　
秩
父
屋
台
囃
子（
埼
玉
）

14
時
45
分
　
長
屋
神
社
太
々
神
楽（
福
島
）

20
日（
日
）

9
時
　
　
　
豊
田
市
棒
の
手（
愛
知
）

10
時
55
分
　�

仙
石
原
神
楽
箱
根
湯
立
獅
子
舞（
神
奈
川
）

13
時
40
分
　
上
神
谷
の
こ
お
ど
り（
大
阪
）

14
時
30
分
　
朝
倉
梯
子
獅
子
舞（
愛
知
）

21
日（
月
）

9
時
20
分
　
八
坂
神
社
三
匹
獅
子
舞
奉
納（
福
島
）

10
時
35
分
　
備
中
神
代
神
楽（
岡
山
）

13
時
15
分
　
大
井
文
楽
二
人
三
番
叟（
岐
阜
）

22
日（
火
）

10
時
　
　
　�

太
宰
府
天
満
宮
神
楽「
飛
梅
の
舞
」（
福
岡
）

10
時
30
分
　
竹
の
曲（
福
岡
）

11
時
　
　
　�

防
府
天
満
宮
神
楽
舞
「
天
神
の
舞
」�

（
山
口
）

23
日（
水
）

10
時
45
分
　�

山
口
県
神
社
雅
楽
会
管
絃
・
舞
楽（
山
口
）

13
時
　
　
　
真
踊
流
琉
球
舞
踊（
沖
縄
）

14
時
25
分
　
普
天
間
の
獅
子
舞（
沖
縄
）

24
日（
木
）

9
時
20
分
　
戸
隠
神
社
太
々
神
楽（
長
野
）

10
時
35
分
　�

土
手
町
神
楽
保
存
会
出
雲
神
楽（
島
根
）

25
日（
金
）

10
時
45
分
　
井
手
ノ
上
伊
勢
講
獅
子
舞（
香
川
）

13
時
40
分
　
五
段
神
楽（
岐
阜
）

26
日（
土
）

9
時
15
分
　
目
名
太
神
楽（
青
森
）

11
時
　
　
　
桧
獅
子
舞（
徳
島
）

13
時
15
分
　
小
國
神
社
十
二
段
舞
楽（
静
岡
）

14
時
35
分
　
伊
予
国
浮
穴
郡
里
神
楽（
愛
媛
）

27
日（
日
）

9
時
20
分
　
早
池
峰
大
償
神
楽（
岩
手
）

10
時
30
分
　
山
添
社
田
海
太
神
楽（
新
潟
）

11
時
30
分
　
法
霊
神
楽（
青
森
）

12
時
30
分
　
劔
神
社
敬
神
団
獅
子
舞（
福
井
）

12
時
50
分
　
劔
神
社
明
神
ば
や
し（
福
井
）

13
時
20
分
　
鴻
八
幡
宮
祭
り
ば
や
し（
岡
山
）

14
時
30
分
　
日
雲
神
社
太
鼓
踊（
滋
賀
）

28
日（
月
）

10
時
35
分
　
大
前
神
社
大
大
御
神
楽（
栃
木
）

13
時
30
分
　
天
下
一
関
白
神
獅
子
舞（
栃
木
）

29
日（
火
）

10
時
50
分
　
下
坂
神
社
獅
子
舞（
香
川
）

12
時
5
分���

新
田
稲
荷
神
社
神
楽（
静
岡
）

30
日（
水
）　

10
時
45
分
　
肥
後
神
楽（
熊
本
）

13
時
20
分
　
伊
豫
神
楽（
愛
媛
）

14
時
30
分
　�

観
世
流
分
林
真
謡
会
舞
囃
子（
京
都
）　

※
参
集
殿
に
て

31
日（
木
）

9
時
15
分
　
壱
岐
神
楽（
長
崎
）

10
時
50
分
　
さ
ぬ
き
里
神
楽（
香
川
）

◆
11
月

1
日（
金
）

10
時
50
分
　
塩
竈
神
楽（
宮
城
）

2
日（
土
）

9
時
30
分
　
大
峡
神
楽（
宮
崎
）

10
時
35
分
　
大
日
堂
舞
楽（
秋
田
）

13
時
20
分
　
早
池
峰
岳
神
楽（
岩
手
）

15
時
　
　
　�

白
山
比
咩
神
社
奉
納
獅
子
神
楽
小
野
獅

子
舞（
三
重
）

3
日（
祝
）

9
時
10
分
　
岩
根
沢
太
々
神
楽（
山
形
）

10
時
45
分
　
平
戸
神
楽（
長
崎
）

13
時
15
分
　
池
川
神
楽（
高
知
）

15
時
　
　
　
黒
森
神
楽（
岩
手
）

【
外
宮
】
場
所
：
勾
玉
池
奉
納
舞
台

（
雨
天
時
せ
ん
ぐ
う
館
催
事
室
）

◆
10
月

18
日（
金
）

13
時
30
分
　
三
ヶ
錦
町
獅
子
舞（
富
山
）

14
時
40
分
　
天
宮
神
社
十
二
段
舞
楽（
静
岡
）

19
日（
土
）

10
時
40
分
　
上
八
町
大
神
楽（
長
野
）

13
時
15
分
　
梼
原
町
津
野
山
神
楽（
高
知
）

20
日（
日
）

9
時
10
分
　
河
口
稚
児
の
舞（
山
梨
）

10
時
40
分
　
府
中
囃
子（
東
京
）

14
時
　
　
　
川
東
名
神
代
御
宝
踊
り（
徳
島
）

15
時
　
　
　
四
條
流
庖
丁
儀
式（
千
葉
）

22
日（
火
）

10
時
45
分
　
津
軽
神
楽（
青
森
）

23
日（
水
）

13
時
15
分
　�

飛
騨
東
照
宮
お
か
め
舞
・
獅
子
舞（
岐
阜
）

24
日（
木
）

10
時
45
分
　
松
前
神
楽（
北
海
道
）

26
日（
土
）

10
時
55
分
　�

宮
城
野
獅
子
舞
箱
根
湯
立
獅
子
舞（
神

奈
川
）

13
時
15
分
　
美
和
神
社
太
々
神
楽（
山
梨
）

14
時
45
分
　
北
海
道
く
し
ろ
蝦
夷
太
鼓（
北
海
道
）

27
日（
日
）

9
時
20
分
　
三
島
伶
人
会
大
々
御
神
楽
舞（
新
潟
）

10
時
40
分
　
伊
予
里
神
楽（
愛
媛
）

13
時
15
分
　
玖
珠
神
楽（
大
分
）

14
時
30
分
　
日
本
古
武
道
振
興
会
演
武（
東
京
）

◆
11
月

3
日（
祝
）

10
時
15
分
　�

籠
神
社
太
刀
振
り
・
大
神
楽
・
笹
囃
子

（
京
都
）

13
時
20
分
　
尾
園
三
輪
神
楽（
熊
本
）

14
時
50
分
　
宮
原
祇
園
社
獅
子
舞（
熊
本
）

●�

内
宮
で
は
、
神
苑
特
設
舞
台
の
ほ
か
に
も
参
集
殿
、

神
苑
な
ど
で
も
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●�

平
成
二
十
五
年
九
月
十
日
現
在
の
奉
納
予
定
。
奉
納

開
始
時
間
は
多
少
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

遷
宮
奉
祝
奉
納
行
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
●
内
宮・外
宮
に
日
本
各
地
の
芸
能・ま
つ
り
が
集
ま
る

　

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
鎮

守
の
里
」
を
作
詞
・
作
曲
し
た
歌
手
の
藤
井
フ

ミ
ヤ
さ
ん
が
、
十
月
の
御
遷
宮
を
奉
祝
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
八
月
七
日
夜
、
内
宮
参
集
殿
で
開

い
た
。
か
が
り
火
が
焚
か
れ
た
幽
玄
な
雰
囲
気

の
も
と
、
二
万
人
の
応
募
者
か
ら
選
ば
れ
た

七
百
名
の
聴
衆
に
藤
井
さ
ん
は
深
く
一
礼
し
、

起
立
を
促
し
て
「
君
が
代
」
を
斉
唱
。
聴
衆
が

着
席
す
る
と
、
八
年
前
に
五
十
鈴
川
の
ほ
と
り

に
三
日
間
座
り
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
作
っ

た
と
い
う
「
鎮
守
の
里
」
を
歌
い
上
げ
た
。

「
聴
い
た
人
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
せ

る
よ
う
な
風
景
を
考
え
て
作
り
ま
し
た
」
と
語

る
よ
う
に
、
天
の
原
の
恵
み
に
も
た
ら
さ
れ
た

日
本
の
美
し
い
自
然
や
四
季
の
情
景
を
伸
び
や

か
な
歌
声
で
響
か
せ
、
郷
愁
を
誘
っ
た
。

　

他
に
も
「T

RU
E LO

V
E

」
や
新
曲
の
「
青

春
」
な
ど
全
八
曲
を
披
露
。
曲
の
合
間
に
は
軽

妙
な
語
り
口
で
聴
衆
を
沸
か
せ
つ
つ
、
遷
宮
に

つ
い
て
「
二
十
年
前
と
ま
っ
た
く
同
じ
物
を
ま

っ
た
く
同
じ
手
法
で
作
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
過
去
や
未
来
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け
る
。

永
劫
に
続
い
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
聴
衆
と
と

も
に
日
本
人
の
心
の
原
風
景
に
思
い
を
馳
せ
た
。

※
次
号（
14
号
）は
10
月
20
日
頃
発
行
予
定
で
す
。

　
遷
宮
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
遷
御
の

儀
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
小
舎
に
と
っ

て
は
二
回
目
の
取
材
で
す
。
ラ
イ
タ
ー
、

カ
メ
ラ
マ
ン
が
総
力
を
あ
げ
て
、
今
世
紀

初
の
大
祭
を
取
材
し
、
感
動
の
瞬
間
を
リ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

伊
勢
文
化
舎
代
表
　
中
村
　
賢
一

伊

勢

か

ら

の

便

り

2
日
㊌
遷
御
の
儀（
内
宮
）

一
般
の
参
拝
者
の
拝
観
は
で
き
ま
せ
ん（
本
紙

４
頁
参
照
）。

翌
３
日
は
５
時
か
ら
、
新
宮
に
参
拝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
遷
御
後
の
祭
り
斎
行
の

た
め
、
参
道
の
規
制
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

5
日
㊏
遷
御
の
儀（
外
宮
）

一
般
の
参
拝
者
の
拝
観
は
で
き
ま
せ
ん（
本
紙

４
頁
参
照
）。

翌
６
日
は
５
時
か
ら
、
新
宮
に
参
拝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
遷
御
後
の
祭
り
斎
行
の

た
め
、
参
道
の
規
制
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

5
日
㊏
～
6
日
㊐

第
一
回　
な
で
し
こ
た
ち
の
祭
典

「
女め

神が
み

力り
ょ
く

」
満
ち
る
こ
の
地
で
育
ま
れ
て
き
た

伝
統
文
化
や
食
文
化
が
一
堂
に
会
す
。
奉
祝
コ

ン
サ
ー
ト
、着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、和
紙

人
形
展
、
法
被
や
奉
祝
色
紙
の
展
示
な
ど
も
あ

る
。参
加
費（
前
売
）一
日
券
１
０
０
０
円
・
通
し

券
１
５
０
０
円
、（
当
日
）一
日
券
１
５
０
０
円
。

w

10
時
～
16
時（
６
日
は
18
時
ま
で
）

q
伊
勢
市
朝
熊
町
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

u
祭
典
実
行
委
員
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
１
・
１
５
５
５

7
日
㊊
～
平
成
26
年
8
月
24
日
㊐

第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
展「
お
お
み
や
う
つ
し
」

山
口
祭
か
ら
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
遷
御

の
儀
ま
で
の
８
年
間
で
、
30
を
数
え
る
遷
宮
諸

祭
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
祭
器
具
を
は
じ
め

関
連
す
る
資
料
を
展
示
。

w

９
時
～
16
時
30
分（
入
館
は
16
時
ま
で
）　

q
伊
勢
市
、
神
宮
徴
古
館
　

u
神
宮
徴
古
館
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
１
７
０
０

12
日
㊏
浜
島
大
祭

宇
気
比
神
社
の
例
大
祭
。
地
域
ご
と
に
趣
向
を

凝
ら
し
て
色
と
り
ど
り
に
飾
り
つ
け
ら
れ
た
町

内
を
、
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
の
子
ど
も
達
が
神
輿

を
担
ぎ
練
り
歩
く
。

w

10
時
～
　

q
志
摩
市
浜
島
町
、
宇
気
比
神
社
　

u
宇
気
比
神
社
　
☎
０
５
９
９
・
５
３
・
０
０
８
８

12
日
㊏
～
13
日
㊐
伊
勢
ま
つ
り

市
内
の
大
通
り
を
お
ま
つ
り
広
場
に
し
て
開
放
、

通
り
に
は
様
々
な
テ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
並
ぶ
。

伊
勢
音
頭
、
吹
奏
楽
、
太
鼓
の
演
奏
、
ミ
ス
伊

勢
志
摩
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
レ
ー
ド
が
続

く
。
12
日
夜
に
は
大
き
な
ね
ぶ
た
の
山
車
が
会

場
を
練
り
、
勇
壮
な
手
筒
花
火
も
披
露
さ
れ
る
。

w

12
日（
土
）9
時
45
分
～
21
時

　
13
日（
日
）9
時
45
分
～
17
時
30
分

q
伊
勢
市
、
高
柳
商
店
街
か
ら（
県
道
鳥
羽
松
阪
線
）伊
勢

市
駅
周
辺

u
伊
勢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
伊
勢
市
市
民
交
流

課
内
）　
☎
０
５
９
６
・
２
１
・
５
５
４
９

12
日
㊏
～
20
日
㊐
恵
み
の
市

伊
勢
神
宮
の
「
神
嘗
祭
」
を
奉
祝
す
る
と
と
も

に
、
秋
の
収
穫
を
感
謝
し
て
産
物
市
を
開
く
。

w

10
時
～
17
時

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

13
日
㊐
え
え
じ
ゃ
ん
か
ま
つ
り

阿
児
町
あ
げ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
。
広
場
に
は
テ

ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
屋
台
が
並
び
、
地
元
の
特
産

品
や
季
節
の
果
物
が
販
売
さ
れ
、
昼
夜
と
も
に

賑
わ
う
。

w

11
時
50
分
～
19
時
45
分
　

q
志
摩
市
阿
児
町
、
阿
児
ふ
る
さ
と
公
園（
阿
児
ア
リ
ー

ナ
隣
り
）

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

14
日
㊊
神か

ん

御み

衣そ

祭さ
い

古
式
の
ま
ま
に
奉
織
さ
れ
た
和に
ぎ

妙た
え（
絹
）と
荒あ
ら

妙た
え

（
麻
）を
、
皇
大
神
宮
と
別
宮
の
荒
祭
宮
に
奉
る

祭
。
毎
年
5
月
と
10
月
に
行
わ
れ
る
。

w

12
時
～

q
伊
勢
神
宮
内
宮
・
荒
祭
宮
　

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊊
～
15
日
㊋
神か

ん

嘗な
め

奉
祝
祭

神
嘗
祭
を
祝
っ
て
、
日
本
三
大
民
謡
、
三
大
盆

踊
り
、
三
大
パ
レ
ー
ド
、
三
大
音
頭
な
ど
、
全

国
の
祭
り
が
伊
勢
に
集
ま
る
。
14
日
に
は
前
夜

祭
が
開
か
れ
る
。

w

14
日（
月
）16
時
～
21
時
20
分
　

q
伊
勢
市
朝
熊
町
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

w

15
日（
火
）10
時
25
分
～
15
時
30
分（
予
定
）　

q
伊
勢
市
内
～
伊
勢
神
宮
外
宮
　

u
伊
勢
商
工
会
議
所
　
☎
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
１

15
日
㊋
～
25
日
㊎
神
嘗
祭

神
宮
の
最
も
由
緒
深
い
祭
典
で
、
そ
の
年
の
新

穀
を
お
供
え
し
て
神
様
の
常
若
を
祈
り
、
豊
穣

に
感
謝
す
る
。
両
正
宮
に
続
き
25
日
ま
で
、
別

宮
を
始
め
す
べ
て
の
お
社
で
行
わ
れ
る
。

w

外
宮
　
16
日（
水
）12
時
～（
奉
幣
）、
内
宮
　
17
日（
木
）

12
時
～（
奉
幣
）

q
伊
勢
神
宮
外
宮
、
内
宮
ほ
か

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

15
日
㊋
初
穂
曳（
陸
曳
）

神
嘗
祭
を
奉
祝
し
て
、
奉
曳
車
に
初
穂
を
の
せ

市
内
を
練
り
歩
き
、
外
宮
へ
奉
納
す
る
。

w

10
時
～
12
時
30
分

q
伊
勢
高
柳
商
店
街
～
県
道
37
号
線
～
伊
勢
神
宮
外
宮

u
伊
勢
商
工
会
議
所
　
☎
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
１

16
日
㊌
初
穂
曳（
川
曳
）

神
嘗
祭
を
奉
祝
し
て
、
初
穂
船
に
初
穂
を
の
せ

五
十
鈴
川
を
遡
り
、
内
宮
へ
奉
納
す
る
。

w

10
時
～
14
時
30
分

q

伊
勢
市
、
五
十
鈴
川
浦
田
橋
～
伊
勢
神
宮
内
宮

u
伊
勢
商
工
会
議
所
　
☎
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
１

17
日
㊍

旧
暦
で
楽
し
む
十
三
夜
の
月
見「
音
楽
の
夕
べ
」

十
五
夜
だ
け
で
な
く
、
十
三
夜
の
月
も
ま
た
美

し
く
、
今
宵
だ
け
の
音
楽
と
料
理
が
楽
し
め
る
。

参
加
費
２
５
０
０
円
。

w

食
事
17
時
～
19
時
、
音
楽
会
19
時
～
20
時
頃

q
伊
勢
市
、
野
あ
そ
び
棚（
五
十
鈴
川
野
遊
び
ど
こ
ろ
内
）

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

19
日
㊏
～
20
日
㊐

鳥
羽
ク
ラ
フ
ト
展

全
国
か
ら
芸
術
家
・
工
芸
家
１
０
０
余
名
が
集

う
、
ク
ラ
フ
ト
作
品
の
展
示
即
売
会
。
世
界
で

ひ
と
つ
の
手
作
り
作
品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。 

w

19
日（
土
）10
時
～
17
時

　
20
日（
日
）9
時
～
16
時

q

鳥
羽
市
、
市
民
の
森
公
園

u
鳥
羽
ク
ラ
フ
ト
展
実
行
委
員
会（
鳥
羽
市
観
光
協
会
内
）

☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

22
日
㊋
真
珠
祭

真
珠
養
殖
で
使
わ
れ
る
ア
コ
ヤ
貝
の
供
養
と
真

珠
養
殖
の
発
展
を
祈
願
す
る
行
事
。
賢
島
港
で
、

ア
コ
ヤ
貝
や
真
珠
を
海
に
戻
す
催
し
の
他
、
真

珠
製
品
の
当
た
り
く
じ
の
入
っ
た
餅
ま
き
や
ア

コ
ヤ
汁
の
ふ
る
ま
い
も
あ
る
。

w

10
時
30
分
～
　

q
志
摩
市
阿
児
町
、
賢
島
～
円
山
公
園
周
辺

u
神
明
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組
合

☎
０
５
９
９
・
４
３
・
１
０
１
０

26
日
㊏
～
27
日
㊐

神
恩
感
謝
日
本
太
鼓
祭

全
国
各
地
の
太
鼓
衆
が
伊
勢
に
集
い
、
郷
土
色

豊
か
な
共
演
を
み
せ
る
。
日
々
の
感
謝
の
思
い

を
太
鼓
に
託
し
、
神
宮
の
杜
に
奉
納
す
る
。
本

格
的
な
ミ
ニ
太
鼓
作
り
や
で
ん
で
ん
太
鼓
作
り

の
他
、
屋
台
も
で
る
。 

w

10
時
～
17
時（
催
し
に
よ
っ
て
異
な
る
）

q

伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

27
日
㊐
河
崎
商
人
市

伝
統
的
な
町
家
や
蔵
が
残
る
江
戸
時
代
か
ら
の

町
並
み
で
行
う
市
。
伊
勢
志
摩
の
物
産
を
は
じ

め
、
手
づ
く
り
の
作
品
や
衣
食
住
の
様
々
な
店

が
河
崎
本
通
り
に
並
び
、
河
崎
ラ
イ
ブ
や
竹
細

工
な
ど
の
体
験
や
、
河
崎
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
る
。

w

10
時
～
15
時

q
伊
勢
市
河
崎
、
河
崎
本
通
り
と
伊
勢
河
崎
商
人
館
及
び

河
崎
・
川
の
駅

u
伊
勢
河
崎
商
人
館
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
４
８
１
０

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

～
神
宮
の
森
～

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）入
場
無
料
。

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

10
月

秋
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

い

せ

び

と

歳

時

記

真珠祭

●�

デ
ー
タ
は
9
月
１
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は

主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

購読のご案内
本紙を購読ご希望の方は、ご住所・お名前・
電話番号・号数・部数を明記の上、下記の
料金案内をご確認いただき、伊勢文化舎まで
お送りください。（１・６・7・８号在庫なし）
・１～５部� 送料１００円（切手可）
・６～１０部� 送料２００円（切手可）
・１１部以上� �送料は着払い。別途梱包料

５００円が必要です。
（注）�１０１部以上は料金が異なりますので、お

問い合せください。
〈お問い合せ・送付先〉
〒516-0016　伊勢市神田久志本町1474-3
伊勢文化舎内「いせびとニュース」係
ＴＥＬ０５９６・２３・５１６６

第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝

「
鎮
守
の
里
」コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催


